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こ
の
占
定
書
は
、
当
社
で
数
百
年
前
の
昔
か
ら
、

毎
年
一
月
十
五
日
夕
刻
か

ら
十
六
日
未
明
に
か
け
、
古
伝
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
粥
占
・
炭
置
神
事
で

神
占
せ
ら
れ
た
本
年
の
作
物
や
漁
撈
の
豊
凶
と
月
々
の
天
候
で
あ
り
ま
す
。

（
冬
期
間
の
「

て
り
」

は
雪
、
「
雨
少
」
は
雨
が
少
し
あ
る
意
）
伊
夜
日
子

大
神
様
は
、

こ
の
地
方
開
発
の
大
祖
神
で
、
農
耕
、

漁
撈
、
造
林
、

酒
造
を

は
じ
め
工
鉱
業
な
ど
産
業
の
基
を
開
か
れ
、
そ
の
育
成
発
展
を
お
護
り
下
さ

る
大
神
様
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
こ
の
神
事
は
、
宮
司
以
下
が
奉
仕
し
て
頗
る

厳
重
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
神
占
は
農
家
の
深
い
信
仰
を
以
て
重
宝
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
崇
敬
者
の
求
め
に
よ
り
印
刷
し
頒
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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